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Summary 
Th日r巴areseveraI cIones of taro (Colocasia esculenta Schott) growing naturally in various 
parts of J apan. Among th巴m，one cIone at each place was coll日ctedfrom Tosu City of Saga 
Prξfectur日andfrom Aoki VilIag巴ofN agano Prefecture， respectively. The clone from the former 
place was designated as寸osu-wild'and that from the la抗告ras‘Kδboimo'. The clones were 
cultivatεd in the field of Exp母rimentalFarm of Saga University togeth告rwith one of the oldest 
cultivars，‘Eguimo' and with a cultivar which had been d配signatedas 'Dongaragatcha' (abbr. 
‘Dongara') andむultivated出 thesame form as 'Tosu-wild'， toex呂min芭themorphology of vegeta-
tive organs and flow記rs.
N 0 significant difi官民nceswere not吋 amongth君tarosexamined with respect to many char-
acters， i.e. growth habit， !eaf colour， leaf shap君， corm品ndcormel shapε， and spathe and spadix 
shape， except for petiole 1四 gth，weight of corm and s邑condarycormels and flowεring perc叩 tage.
Therefore， these wild taros s巴emto belong to Eguimo group classified by Kumazawa et al. 
Key words: Colocasia esculenta， wild t旦ro，v邑getativεcharacters，flower charact丘rs，classifica‘ 
tion. 
鰭 言
サトイモ(Colocasiaesculenta Schott)はインドヘインド東部12}，ネノfー ノレ∞，東南アジア12h
中関西南地域9)に野生し，インド(北西インドとパンジャブを験き，アッサムとミャンマーを含
む)20)やタイのチャオプラヤ河中流域からミャンマー側19)で栽堵化されたと推測されている.栽
培化されたサトイモは東方，西方，及び北方に伝播6)し，わが国には稲作農耕が始まる以前の縄
文時代に「照葉樹林境畑農耕文化jの重要な要素として渡来したと考えられている 1へ現在，長
野県小県郡青木村沓掛に自生している‘弘法芋'は，縄文早期末から中期初頭に渡来したサトイ
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モであると推察されているめ.わが国には，青木村の他に，山梨県甲府市羽黒町，鳥取県東伯郡
関金町，島根県松江市大野町1)や東京都八丈島，高知県，麗児島県，沖縄県1ηにも自生のサトイ
モが現存していると報告されている.
著者の一人，竹下は自宅水田(佐賀県鳥栖市山浦町ーの坪)の謹排水路流畔にサトイモが自
していることを知り，周辺を調査したところ，この自生地から東へ約800m離れた向原)1支流
やその近くの水田の謹排水路(鳥構市山浦町椿谷) (第 1図)にも自宅水田のものと同一種類と
みなされるサトイそが自生しているのを見出した(第2図入さらに，この椿谷の自生地から北
約2回の農家(鳥栖市牛原町)が，これらのサトイモと同一種類として「ドンガラガッチャJ
(互に重なり合っているという意味の方言)の名で長年栽培を続けていることを知った(第3
図入
これらのサトイモは，弘法芋'や栽培品種のなかで最も吉い品種の一つである 4薮芋'と一見
して葉形や葉色が類似し，根端細胞染色体数調査の結果，いずれも42本の染色体をもっ 3倍体
であることから，これら相互間の鎮縁関係を明らかにするために，本学附属農場で栽培し，栄
養体及び花の形質について龍王ました.
Fig. 1 The places (畿)where 'Tosu-wild' (C. escule抑制 isgrown naturally 
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Fig. 2 'Tosu-wild' (C. esculenta) grown naturally near 
the ditch of Tsubakidani， Yamaura-cho， Tosu 
City. 
Fig.3 ‘Dongara' (C. esculenta) 
grown in a farmer' s field. 
Fig. 4 Flowers of taro (c. esculenta) at the pollen shedding time. 
A:‘Tosu-wild'， B:‘Kobδimo'， C ‘Eguimo'. 
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材料及び方法
下記の 4種類の球根，各種類15球を 5反覆の乱塊法で1990年4月18日に本学附属農場の開場
に植付け，慣符法に準じて栽培した.
1 )鳥栖市山浦町楼谷に自生しているサトイモ(以下，鳥栖自生芋とよぶ)を本学F付属農場
で一作し，貯蔵した球根.
2 )鳥網干ぢ牛原町のー農家で栽培されていたサトイモ‘ドンガラガッチャ，(以下， ドンガラと
よぶ)の貯蔵球根.
3)長野県小県郡青木村教育委員会から1987年に分譲された青木村沓掛に自生している‘弘法
芋'をニ作して貯蔵した球根.
4) 1979年以来，本学前璃農場で栽培を続けている熊本県産‘薮芋'の貯蔵球根.
調査は，各種類とも生育良好な5株を選んで供試し，草姿，葉色，最長葉の葉柄長や葉長・
葉掘について，生育盛期の1990年8月31日に行い，球根数や球震については11月6自に収穫し
た球根について，収穫2日後に行った.また，花については，開花率を調べるとともに，各種
類の数花を8月下旬から 9月上旬の雄花開花期(花粉放出期)に採取して仏炎葱長，肉穂花序
長及び、離・雄花数を調査した.
結 果
地上部の形状と大きさ
生育盛期の調査では，すべての種類が，箪姿は開張性で，葉色は育味を帯びた濃緑で，葉柄
は葉身よりも濃かった.また，葉柄頚部はアントシアン系色素の発現で淡赤色を呈していたが，
襟掛は認められなかった.
最長葉の葉柄長比‘弘法芋'が最も大きく(約118αn)，次に‘鳥栖自生芋16薮芋'，‘ドンガラ'
(97.0cm)の)1麗で，‘弘法芋'と‘鳥楢自生芋'が‘ドンガラ'よりも明らかに大きかった.また，い
ずれの種類も葉身長は54.0~55.6cm，葉身編は41.2~44.2cmの範囲にあり，種類関に差は認め
られなかった(第l表).
花の形状と大きさ
開花は8月下旬から 9月中勾にかけて認められた.開花率は，‘弘法芋'が最も高く， 60.0%，
‘滋芋'が46.7%，‘鳥楢自生苧'13.3%，'rンガラ'は 0%で，全く開花しなかった(第2表入
花の色や形態は開花した種類では互によく似ていて，仏炎萄の基部は緑色，上部は鮮黄色で，
萄の長さは29.4'"'-'32.8cmであった(第2表入また，肉穂花序の長さは， 15 . 5'"'-' 17. 9cmで，萄の
長さの約指に相当し，雄花部，中間体，雄花部ともに種類間にほとんど楚は認められなかった
Table 1. Lεaf size of taro (C. esculen勿)examined 
CuJtivar Ave. size of the largest leaf (cm) Leaf shape 
and Petiole Lamina index 
clone length leng士h(a) breadth(b) (b/a) 
TosuωwiJd 114.4:t2.22車 54.0:t1.57 42.0:t1.10 。78
Koboimo 117.6:t4.47 55.0士1.79 42.2:t2.11 0.77 
Dongra 97.0士2.50 55.6士2.05 41.6全1.87 0.75 
Eguimo 107.4土2.48 55.4土1.00 41‘2土1.25 0.74 
* Standerd error 
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Table 2. Flowering percentage and spathe length of 
taro (c. esculenta) examined 
Cultivar Flowering Ave. length of spathe (cm) 
and clone percent Basal part Upper part Total 
Tosu品wild 13.3 6.4 23.1 29.5 
Koboimo 60.0 5.3土0.11* 25.6土0.66 30.9:t0.74 
Dongara 。
Eguimo 46.7 6.3:t0.27 2.65土0.56 32.8土0.78
* Stand error 
Talbe 3. Spadix length of taro (c. esculenta) examined 
Ave. length of spadix(cm) Cultivar 
and clone Pistillate Neutεr Staminate Appεndage Total 
Tosu-wi!d 
Koboimo 
Eguimo 
4.2 
4.5:t0.23* 
5.2:t0.19 
3.3 
2.7:t0.13 
2.4:t0.17 
5.8 4.6 17.9 
5.3土0.13 3.1士0.20 15.5土0.26
5.9士0.08 2.6士0.40 16.2土0.59
* Standerd error 
が，附属体は鳴楠自生芋'が‘弘法芋'や‘薮芋'よりもやや長かった(第3表). 
雌花数は‘薮芋'が最も多く，‘鳥楢自生芋'が最も少なかった.一方，雌花序部に散在している
不稔花数は‘鳥構自生芋'が最も多く，‘薮苧'が最も少なかった.雄花数は種類簡にほとんど差が
なかった(第4表入
学の形状と重さ
球棋は，供試したすべての種類が分生し，親芋，子芋，孫芋，曽孫芋からなっていて， γ ン
ガラ'や‘弘法芋'では玄諜芋が着生している株もみられた.
芋の形は，供試したすべての種類が互によく骸ていた.親芋はほぼ丸形で，子芋は，親学の
基部節に着生している場合は短えび形で，上部節のものでは丸形であった.孫芋は長形と丸形
が多かったが，‘薮芋'と‘弘法芋'では苧の基部の数節間が伸長して細長く，頂部が肥大している
ので揖棒状を呈し，数{顕著生していた.特に，‘弘法学'ではその典型的な形の孫芋がみられた.
曽孫芋や玄孫芋は丸形に近かった(第5醤).芋の外皮は談褐色で， 1震芽は白色であった.
供試したすべての種類が窺字数は 1舗で，子芋数は1'"'-'12揮であった.また，孫苧数は21'"'-'27
f圏で，マンガラ'が多い領向にあった.事手孫苧は‘薮芋'と‘鳥栖自生芋'が少なかった(第5表). 
芋の平均重量は親芋が最も大きく，次いで子芋，孫芋，曽捺芋の臓であった.‘滋芋'は，供試
した種類のなかで，親芋と孫芋の各平均重量が最も大きく，‘弘法芋'が最も小さかった.また，
芋の総重量も‘薮芋'が大きく，他の種類はほぼ同じ大さきであった(第6表入
Table 4. Number of floret of taro (c. esculenta) examined 
Cultivar Ave. no. of floret 
and clone Pistillat邑 Sterile Staminate 
Tosu-wild 236 107 584 
Koboimo 279士6.3市 93土8.5 584士 6.1
Eguimo 304士8.2 87土8.1 571土17.0
* Standerd error 
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Table 5. Number of coロnand corrnel of taro (C. escule開似)examined 
Cultivar Ave. no. of Ave. no. of cormel 
and c10ne coロn Primary Secondary Tertial Quartic Total 
Tosu-wi1d 1.0 1.0:t0.94・21.0士1.25 3. 0:t0. 82 。 36. O:t1. 63 
Koboimo 1.0 11.2:t0.52 23. 2:t 1.68 4.2:t1. 78 0.8 40.4土3.35
Dongara 1.0 11.3:t0.27 27. 0:t2 .05 5.7:t0.27 1.0 46.0:t 1. 25 
Eguimo 1.0 12.4:t0.61 22.0:t1.74 2.8:t0.95 。 38.2:t2.1l 
* Standerd error 
Table 6. Weight of corm and corrnel of taro (C. esculenta) examined 
Cultivar Ave. weight Ave. weight of coロn(g) 
and colne of corm (g) Primary Secondary Tetial Quartic Total 
Tosu-wi1d 297. 2:t 14 .43・40.8:t2.18 17.8士0.88 13.9:t3.27 1172.l:t 105.84 
Koboimo 145.6:t11.40 61. 2:t7. 90 12.3:t0.51 8. 6:t2. 38 1.3 1178.3:t110.66 
Dongara 255. 3:t80. 37 40. 5:t2. 45 18. O:t1. 45 11. 2:t 1.41 2.6 1271.8:t 167 . 70
Eguimo 323 .4:t 15.00 44.7:t5.28 23.2:t1. 70 16.5:t2.61 1427.5士111.98
* Standerd eηor 
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Fig.5 A corm and cormels of a plant of taro (G. esculenta). Top left to 
right ; a corrn and primary cormels， middle ; secondary cormels， low 
; tertial cormels 
A: 'Tosu-wild'， B:‘Kδb邑imo'，C:‘Dongara'， D :‘Eguimo' 
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築
‘ドンガラ'の栽培を60年以上続けている鳥橋市牛原町の立石サメ氏fi.，‘八ツ頭'Jオイモ'96赤
芽'も栽培している. 4讃類のサトイそを陪時に栽培する理由として，それぞれの種類の栽培上，
また，利用上の特性をあげ， r‘ドンガラ'は芋には薮味があるが，寒に強く，他の種類が寒でタ
ネギレしても，これだけはタネギレせんJからと言う@牛原町から‘鳥横自生芋'が生育してい
る山滞町一帯の気温の測定記舗はないが，山浦町から東北3.5kmの1989年の気識は第6留の通り
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Fig. 6 Monthly air temperature of Tosu City in 1989. 
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Fig. 7 Dairy air temperature of Tosu City in ]anurary， 1989 
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で，月平均最短気識が最も低かった 1月の気温は第7図の通りである. 1989年1月のoOC以下
の日数は 6日で， 1月21日は 90Cとなっている.‘鳥楢自生芋'が生育している近くには湧水地
もないことから，鳥槽自生学'は冬期には極めて厳しい環境条件下にあり，強い耐寒性を有して
いることがうかがわれる.また，夏期には水田の護排水路の流畔に生育しているものは， r畔草
刈りJで雑草として地上部が約4回刈取られ，正常な生育が阻害されている.一方，‘弘法学'は
鳥栖市よりも緯度が高く，標高も高い山間地(約600m)に自生しているが，そこは沓掛温泉の
湯が一年中流れる場所であり，冬期の地温は，‘鳥楢
と考えられる.
している地温よりも高いもの
熊沢氏ら叫は，わが閣のサトイモを15品謹群に大別し，そのなかの一つに薮芋品種群をあげ，
この群に同種異名または類似品種としてJ島芋'や 4脅芋'など18品撞が属するとしている。また，
わが国最古の農審である f清良記j21をはじめ，江戸時代に各地で記された農蓄や本革審，産物
帳には薮宇品譲群とみなされる多くの品種があげられている.すなわち，
tごりいも16いこやいも二 4はなさき1‘花いも'，‘鴎芋14霜芋'などがそれである. これらの名
称のなかにはヲ薮芋品種群の特徴を表わすものが多い.‘青芋‘は恐らく，葉が他の品種と比べ
て，予ぎ味を帯びた濃繰色を呈していることに悶んだ名称と思われる.本実験に供試したすべて
の種類の葉が薮芋品謹群の持徴を表わした.
‘薮芋'の名称は，薮芋品種群以外の品種と比較して薮味が強いので名付けられたものと考え
られる.r膏事はよく煮熱すると真芋よりも味は勝れている.まだよく煮熟していないときに鍋
の蓋を開くと，薮くて食べられないJ181，rエゴイモは動かさんでたけ，動かすとエゴくなるJ141と
か‘エグイモ?を煮るには「ミミズイレ(三国水そ入れる)J凶と言われるように薮宇品撞群のなか
のある品謹は， f患の群の品種よりも薮かったのであろう.前述の立石サメ氏は‘ドンガラ'は他
の品種と比べて薮味が強いので，芋の皮を意思jく時には心持ち浮く剥き，特に1買芽の部分を厚く
切取ると言っている.本実験に供試した各種類の子芋と孫寄生を収穫数日後に，通常の茂の剥き
方で剥き，水煮して試食した結果，‘薮苧'を除いては，多少薮味が感じられた.
また9富崎県椎葉村でかつて燐摺を耕イ作乍していた推葉クニ子氏に‘弘法芋
‘薮芋，のそれぞれ l株の球根をそのままの状態で届け，焼畑で栽培されていた‘シミャ…イモ'
(1シミャーJは「しまいJ，r終りJを意味する方言.焼畑輪作の最後に栽培するサトイモの種
この品議は椎葉村では消滅している)との比較を依頼した.その結果，球根全体の
外観，特に， rサシゴJ(方言.地表龍に向ってほぽ垂直に着生している孫芋や曽孫芋)の発生
数や生長状態と，芋の薮味から判断して‘弘法芋'が‘シミャーイモ'に酷似しているとの報告を
うけたe 守ム法字'について，藤森氏は縄文時代中期頃渡来し，広く食用にされていた野生のサト
イモが，中期後半の寒冷期にも(沓掛)塩泉の湯の流れる地にだけ自生し，今日まで生き残っ
たものではないかと推察しているべ 4弘法芋'の渡来の時期は現在なお不明であるが，‘弘法芋'
あるいはこれに極く近縁のサトイそが椎葉村の焼掘でも栽培されていたことは，r広く食用にさ
れていたjことがうかがわれ，興味深い.
4薮芋'は，わが国の栽培品種のなかでは自黙条件下で最も開花し易い品種の一つである81 本
実験に供試したサトイモのなかで，‘弘法芋'が60%，‘薮芋'が46.7%，‘鳥楢自生芋'が13.3%開
花したが，ドンガラ'のみは開花した株がみられなかった薮芋'とよばれている品種のなかで
も，開花し易い系統と開花し難い系統がある.本学で10数年間栽培し，保存している佐賀県産，
熊本県産及び宮崎県躍の滋苧は，外見上は向ーとみなされるが，本実験に供試した熊本県産を
除いては，自然条件下では全く開花しないe
4薮主'の花は，肉穂花序の長さや雄花開花期の萄の様相が他の品種群10)の花と比べて特異的
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である.肉穂花序の長さは，自然条件下で開花したわが国のいずれの品種よりも長く 8)11うまた，
仏炎萄の長さに対して比較的に長い特徴がある.本実験で開花した 4鳥楢自生芋'や 6弘法苧'も
‘薮芋'の花と同じ特性をもっていた.
一般に，仏炎直は雄花開花直前には抱合部が閉じているが，雄花開花期に達すると仏炎萄の
黄色部分の抱合部が基部から約ysの長さまで開く。仏炎萄の黄色部分の損断面の恥L、を軸とし
て，抱合部の開く度合を開震とすれば，‘薮芋'では，この開度は90~180度であるが，他の品種
群では90度以下である e 本実験で、開花した‘弘法苧'と‘鳥摘自生芋'のすべての花が9 雄花開花
期には‘薮芋'と同様なfム炎琶の開度を示した(第4閣). 
‘弘法苧'や‘薮芋'では，一部の孫芋は芋の基部が節間伸長していて，鳥栖自生芋'や‘ドンガ
ラ'の孫、芋と比べて細心根棒状となっていた。特に，弘法芋'の採芋は‘薮芋'のそれよりも
部が細心平均重量も軽かった@サトイモ科では，湿潤熱帯では地下に養分を貯え，次の生長
期にその養分を使う生活形が発展しておらず，サトイモではストローンを伸ばして栄養繁殖す
る性質のものが野生型と考えられているべ‘弘法芋'は，一部の孫芋がストローンのような形態
を示すので，サトイモの野生型あるいは 6薮芋'の祖先と判断するのはE時十であろう.
前述のように，‘弘法芋'が椎葉村の 4シミャーイモ'(薮苧品種群の 6島苧'と発音が{以ている.
シマイモは;焼畑輪作のシマイに栽培するところから「シマイイモjと呼ばれ，それが変化した
ものであると述べられている問.)と同一あるいは趨めて近縁だとすれば，弘法芋'は約30年前
までは， Iシマイモは身上起しム「身上作るならシマイモ作れjl4)のように，燐熔栽培では他の品
撞が追随できないほどの能力を発揮するエリートであったのではないかと想像される.
‘鳥摺自生芋'は調査したすべての形質について 4薮芋'との間に明確な差が認められなかった.
またJ弘法芋'も親芋と孫芋の平均重量についてのみ‘薮苧'との関に差が認められた.さらに，
γ ンガラ'は↑患の3撞類と巽なり，開花せず，葉柄の長さは‘鳥栖自生学'や‘弘法芋'と比べて短
かった.開花については，前述のように，‘薮芋'でも自然条件下で開花しない系統もあることを
ると 6ドンガラ'は 6厳芋'と近鰻と考えられる.従って，本実験に供試した 4種類のサト
イモ るものと考えられる.
摘 婆
わが国の各地には野生状態でサトイモが生育している.それらのうち，各1系統を佐賀県鳥
栖市と長野祭青木村で採集した.前者を 4鳥栖自生芋'，後者を‘弘法芋'とよんだ.これらの系統
と，わが国で最も吉い栽培品種の一つである 4薮芋1及び‘鳥構自生学'と同一撞類として‘ドン
ガラガッチャ， (‘ドンガラ'と省略)の名で栽培されている品種を佐賀大学前属農場の闘場で栽
培し，栄養体及び花の形態について調査した@
供試したサトイモ間では，葉柄長，子苧'孫芋重及び開花率を除いては，多くの形質，例え
ば草:姿，葉色ヲ葉形，親芋@子芋の形，イム炎直.I対穂花序の形などについて差が認められなかっ
た。従ってラこれらの野生のサトイモは熊沢らが分類した薮芋品種群に属するものと思われる，
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